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城君の論文は、近年合金の電子状態を解明する有力な手段として開発された coherent potential 
approximation (CPA と略記)の改良および適用対象の拡大を主題とし、従来の CPA では取扱え
なかった問題を取上げていくつかの重要な結論を得ている。まず第一に従来は理論の対象とならなか
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った遷移金属の強磁性 3 元合金 Ni-Co-Fe, Ni-Co-Mn等に電子「電子相互作用についての Har廿ee­
Fock 近似と上記 CPA を組み合せたいわゆる HF-CPA を適用した， 3 元合金はその組成比の自由度




合金中のMn不純物原子の磁気的壮態を取上げる，さきに Miwa によって提案された CPA に最近
接原子の組成の影響を取入れる理論にもとずき，Mn原子の状態の Hartree- Fock 解には全体の磁化
に平行な磁気モーメントをもっ解と反平行な磁気モーメントをもっ解の 2 種類が同時に現われること
に注意して，最近接原子の組成が Co rich のときには後者の解がまた逆に Ni rich では前者の解が
エネルギー的に安定であることを示した，このとき平均濃度によって後者の解を実現させるに心要な
Co 最近接原子の数がことなる，最後に Ni- Fe, Ni-Mn fcc 合金での飽和磁化の Slater- Pauling 曲線
からの外れが全体の磁化に反平行な磁気モーメントをもっ Fe あるいはMn原子の出現によるもので
あることを HF-CPA の一つの拡張を通じて明かにした。
城君の論文は遷移金属合金の強磁性状態の解明に大きい寄与をしたものでその内容は理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認められる。
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